
五
年
」
盆

四
六
四
）
の
紀
年
銘
が
認
め
ら
れ
た
。

柿
経
は
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
た
長
さ
二
七
伽
と
三
五
ｃｍ
、
幅

一
・
四
ｃｍ
？

二
伽
、
厚
さ
○

・
三
剛
を

一
皿
の
薄
板
に
法
華
経
を
分
割
し
て
写
経
し
た
も
の

で
あ
る
。
法
華
経
以
外
の
経
文
は
認
め
ら
れ
な
い
。
今
回
出
上
し
た
柿
経
は
、

以
前
に
各
地
で
出
土
し
た
柿
経
と
同
様
に
、
二
〇
枚
を

一
単
位
と
し
、
板
の
両

面
に
経
文
を
墨
書
し
た
例
が
多
く
を
占
め
る
。
ま
た
、
経
文
は
一
七
文
字
、
侶

文
は
一
六
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
両
面
に
墨
書
し
て
い
る
が
、
巻
頭

・
巻
末
部
分
で

は
字
荻
の
関
係
か
ら
か
片
面
の
み
に
墨
書
し
て
い
る
。
柿
経
に
写
経
し
た
法
華

経
は
、
巻

一
の
序
品
第

一
か
ら
巻
八
の
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
八
ま
で
の
各
品

の
経
文
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、　
一
次

・
二
次
調
査
に
お
け
る
多
く
の
木
筒

・
墨
書
土
器

・

製
塩
土
器
の
出
土
は
、
調
査
で
検
出
し
た
掘
立
柱
建
物
群
の
性
格
が
、
公
的
施

設
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
木
簡

・
墨
書
木
札
類
の
釈
読
に
あ
た
り
、
九
州
歴
史
資
料
館
倉
住

靖
彦
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
加
藤
優
の
両
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
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